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実際に、群内の順位と増体重や産乳量との関係はどうなのでしょうか。過去の研究
でも両者の関連を調査しており、ともに相関はないと報告されています。ただし、飼
料が不足している、採食場所が狭いなど、採食条件の悪い環境下では順位が悪影響を
及ぼすことがあります。それが①の現象です。そのような環境下では上位牛と下位牛
ではそれぞれの採食条件に優劣が生じ、増体重や産乳量に影響します。したがって、人
間が順位の意味を理解し、順位によって採食や休息環境に優劣が生じることのないよ
うにしなければなりません。具体的には、
1）採食場所を広く確保する
2）不断給餌など、常時飼槽に餌があるようにする（いつでも採食できるようにする）
3）連動スタンチョンの利用など、採食中に他の牛から妨害されないようにする
などを行うことが肝要です。

②で見られる現象は同じく順位ではありますが、①とは異なり単に力関係によるも
のではないようです（先導後続関係といわれています）。この場合における順位の決定
要因も明確にはなっておらず、群の最上位牛である説や、反応の早さによる説などが
あげられています。いずれにしても一度順位が決定すると、牛群構成の変化があって
も大きく変わることはありません。したがって、パーラの進入順序が大きく変わるな
ど先導後続関係の変化は、四肢の異常や発情など牛の体調変化に関する貴重なシグナ
ルなのです。

ちなみに、最近話題となっている自動搾乳システム（搾乳ロボット）は、順位によ
る個体間の優劣関係が及ぼすマイナス効果を緩和することが期待できます。このシス
テムは採食・休息・搾乳の各行動を牛の意志で行えるために、パーラ搾乳に比べ個体
間の行動パターンが分散し、飼槽に牛が集中するといった現象が起こりにくくなりま
す。下位牛であっても、上位牛と同時に採食する必要がなく、採食可能な時間帯を選
択できます。ただし、このシステムを利用する場合でも飼槽に餌が常時ある環境にす
ることが必須条件です。
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